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研究成果の概要： 私たちは、喫煙が動脈硬化を惹起する一因を解明するために、「喫煙によっ

て低比重リポ蛋白（LDL）サイズが小さくなる」という仮説を立て、アンケート調査と血液検査

を行った。喫煙者集団と非喫煙者集団との間には小粒子 LDL を増加させる因子には差がなかっ

たにも関わらず、驚くべきことに、その結果は予想とは逆で、若年者集団においては、短期間

の喫煙によって小粒子 LDL が減少する傾向があることが示された。 

喫煙習慣が心血管系に悪影響を及ぼすことは明らかであり、本研究の結果は喫煙を勧めるもの

では決してないことを付記する。 
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１．研究開始当初の背景 

 喫煙の害が広く報じられて久しいが、これ

までの様々な報告で、喫煙によって種々の病

気（喫煙関連疾患）による死亡率が高くなる

ことが示されている。喉頭がんや肺がんをは

じめとする各部位のがんによる死亡のみなら

ず、虚血性心疾患、肺気腫などのがん以外の

疾患による死亡率も上昇することが広く知ら

れてきている。 

 欧米先進国では、我が国に比べて早くから

国家的にタバコ対策を推進してきたため、現

在では、1人当たりのタバコの消費量が低下し、

その結果として、上述した喫煙関連疾患も減

少傾向になってきている。それに比して我が

国では、喫煙が流行し始めたのが1970年代か

らであり、タバコ対策の取り組みの遅れもあ

り、1人当たりの年間喫煙本数は我が国がアメ

リカを凌駕しており、今後の喫煙関連疾患に

よる健康被害が顕著になることが予想されて

いる。喫煙による健康被害は、喫煙の流行か

ら約30年遅れて現れてくると言われており、

人口の高齢化と合わせて、さらに健康被害が

拡大することが憂慮されている。 

 我が国における喫煙関連疾患による年間死

亡者数は、1995年において約10万人（交通事

故による年間死亡者数の約10倍）であり、我

が国における最近30年間のタバコ消費量が横

ばい状態であることから、喫煙関連疾患によ

る年間死亡者数の上昇傾向は続いており、そ

れを低下させるためのみならず、喫煙関連疾

患による医療費の上昇を抑制するためにも、

積極的な国家的タバコ対策が必要とされてき

ている。 

 我が国では、2003年5月に健康増進法が施行

され、2004年5月には「タバコの規制に関する

世界保健機関枠組条約（タバコ規制枠組条

約）」が締結される（2005年2月発効）など、

国家的にタバコ対策に取り組みつつあり、厚

生労働省の「健康日本21」でも、タバコ対策

は大きな焦点の一つとなっている。さらに、2

006年4月には禁煙治療が保険適応になり、「禁

煙ガイドライン」や「禁煙治療のための標準

手順書」が作成されるなど、実際の禁煙支援

も充実しつつある。 

 タバコは「毒物の缶詰」と言われており、

ニコチン、一酸化炭素、タール、カドミウム、

ヒ素、シアン化水素、ダイオキシン等わかっ

ているだけで、200種類以上の有害物質が含ま

れている。タールには数十種類もの発癌物質

が含まれ、ダイオキシンとともに多くのがん

を引き起こしているとされており、動脈硬化

性病変とともに、喫煙関連疾患の双璧をなし

ている。喫煙によりがんが惹起されることは

多くの一般の人が理解していることであるが、

喫煙が動脈硬化性病変（狭心症、心筋梗塞、

閉塞性動脈硬化症、脳梗塞など）の一因とな

っていることは、がん程には知られていない

ようである。 

 動脈硬化性病変の危険因子としては、高血

圧症、糖尿病、高脂血症、肥満、喫煙、加齢、

家族歴が挙げられ、管理目標が設定されてい

る。喫煙によって、一酸化炭素やニコチンが

動脈壁を障害したり、動脈を収縮させたりし

て高血圧を惹起させ、インスリン抵抗性を増

大させて糖尿病を増悪させるという機序が示

されているが、喫煙が動脈硬化を生じさせる

機序は未だ解明されていない点が多い。喫煙

と脂質代謝との関連については、喫煙はその

酸化ストレスにより低比重リポ蛋白（LDL）を

酸化させ、動脈壁に取り込ませやすくすると

言われている程度の報告しかない。 

 近年、LDL の中でも特に小さいサイズの LDL

（small dense LDL: sd LDL）が通常サイズの

LDL よりも動脈硬化を増悪させる因子（超悪

玉コレステロール）として注目されている。

現在までの報告によると、sd LDL を増加させ



る因子として、血清高比重リポ蛋白（HDL）値

の低下、血清中性脂肪値の上昇、高血圧症、

肥満が挙げられているが、喫煙との関連は指

摘されていない。 

 大学の保健管理センターでは、その性質上、

喫煙以外に動脈硬化性疾患の危険因子を有し

ない、いわゆる若年健常者を多く扱っており、

彼らを対象にした臨床研究では、喫煙という

単一因子が脂質代謝に及ぼす影響（喫煙によ

り sd LDL が増加するかどうか）を解析する

ことができると考えられる。 

 

 

２．研究の目的 

 前述したように、大学の保健管理センター

では、喫煙以外に動脈硬化性疾患の危険因子

を有しない、いわゆる若年健常者を多く扱っ

ており、さらに健康診断目的で採血を行う機

会がある。その機会を利用し、喫煙者および

非喫煙者において、LDL、ApoB をはじめとす

る種々の脂質代謝に関する項目を検査する。

その際に個々の学生に対して生活習慣（現病

歴、身長、体重、食生活、運動習慣、飲酒歴、

家族歴、喫煙の有無、喫煙本数、喫煙年数な

ど）についての詳細なアンケートを実施し、

喫煙状況以外の背景も調査する。喫煙者と非

喫煙者の採血データを比較する時には、この

アンケート結果を用いて喫煙状況以外の生活

習慣背景を一致させる。 

 メタボリックシンドロームが話題になる

中、喫煙の有害性と心血管系リスクは国や文

化の境界を越えており、タバコの使用はいか

なる形式であっても心筋梗塞のリスクを増

大させるとの最新の報告をふまえて、脂質代

謝および動脈硬化に対する喫煙の影響の一

端を解明することが本研究の目的であるが、

具体的には、喫煙によって LDL サイズが低下

することを証明し、喫煙が動脈硬化を増悪さ

せる病態の一つを解明することを目的とす

る。 

 
 

３．研究の方法 

 健常若年学生の中で、喫煙者、非喫煙者そ

れぞれ十数名ずつから採血をし、両群間で総

コレステロール値、HDL コレステロール値、

中性脂肪値、ApoB 値、LDL/ApoB、LDL 相対的

移動度（LDL サイズを測定する簡便で安価な

検査法）をはじめとする脂質関連項目や血糖

値、インスリン値、肝機能、腎機能などを測

定、比較し、有意差を検定する。喫煙以外の

因子の脂質代謝への影響を排除する、あるい

は最小限にするために、喫煙者と非喫煙者の、

喫煙状況以外の背景や生活習慣を一致させ

ることが重要である。両者ともに同じ大学の

学生であるということだけでも、一般医療機

関で実施する時と比較してかなり背景が一

致していると想像されるが、採血と同時に生

活習慣（現病歴、身長、体重、食生活、運動

習慣、飲酒歴、家族歴、喫煙の有無、喫煙本

数、喫煙年数など）についての詳細なアンケ

ートを実施し、喫煙状況以外の背景や生活習

慣を一致させた上で、喫煙者・非喫煙者両群

間の比較検討を行うこと予定にしている。 

 
 

４．研究成果 

 本研究では、喫煙者集団と非喫煙者集団と

の違いは喫煙習慣の有無だけであり、前述の

小粒子 LDL増加因子には差がなかったにも関

わらず、LDL 相対的移動度が異なる傾向が見

られた。しかし、驚くべきことに、その傾向

は私たちが予想していたものとは逆の傾向

であり、非喫煙者集団に比べて喫煙者集団の

ほうが LDL 相対的移動度が小さく、かつ、喫

煙者集団においては、Brinkman 指数（1日の

喫煙本数 x 喫煙年数）が大きい者ほど LDL



相対的移動度が小さくなる傾向が見られた。

この結果は、対象とした若年者集団において

は、短期間の喫煙によって小粒子 LDL が減少

する、つまり短期間の喫煙が超悪玉コレステ

ロールを少なくする傾向があるということ

を示している。 
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